
PET 繊維上に担持した PEDOT:PTSA における熱起電力増大 

Enhanced Seebeck effect of PEDOT:PTSA supported on PET fibers 
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近年注目を集めているエネルギー・ハーベスティングにおいて、常温域における熱電発電は日

常環境中の温度差から発電する技術として IoT 用電源用途などに期待されている。現状、当該温

度域では Bi- Te系合金が実用化されているが、軽量性、屈曲性、低毒性などの点から導電性高分

子による熱電発電も求められている。ポリ(3,4-エチレンジオキシチオフェン)（PEDOT）は、その

導電性と化学的安定性から盛んに研究されている導電性高分子の一つであり、一般的には数十 

µV K-1程度のゼーベック係数を持つことが報告されている。 

本研究では、PEDOT を重合過程において p-トルエンスルホン酸（PTSA）と共にポリエチレン

テレフタレート（PET）繊維に担持させ、熱起電力および導電性について平板ガラスに担持させた

もの、また市販 PEDOT:PSSを同様に繊維および平板ガラスにそれぞれ担持させたものと、比較を

行った。 

その結果、平板ガラスへ担持した PEDOT:PTSAおよび市販 PEDOT:PSSを用いたものは従来と

同等程度のゼーベック係数を示したのに対し、繊維上に担持した PEDOT:PTSA のみが数 mV K-1

という２桁大きなゼーベック係数を示した。さらに、PTSAの濃度を変化させることにより、n型

と p型の間を変化した。これは

先行研究[1]が示唆したフェルミ

レベル付近のシャープな状態

密度ピークに起因すると考え

られる。 

また、ラマン分光法による評

価を行ったところ、大きなゼー

ベック係数を示したサンプル

のみが、特に PEDOT 分子中の

炭素間結合に沿って顕著な分

子歪を発生していることが分か

った。 

[1] H. Arimatsu, Y. Osada, R. Takagi, T. Fujima, Polymers 13 (2021) 3518.  

 S図１）PEDOT中の（a~c）各炭素間結合のラマン散乱成分と、

（d）Cα- Cαと Cα=Cβのピーク波数の相関。 
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